
日
本
経
済
が
再
び
輝
く
た
め

に
は
、
中
小
企
業
が
生
産
性
を

向
上
さ
せ
、
成
長
し
て
発
展
す

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
経
営

戦
略
に
応
じ
た
人
事
制
度
全
体

の
抜
本
的
改
革
に
よ
る
人
的
資

本
の
充
実
と
、
そ
の
成
長
が
問

わ
れ
て
い
る
。
当
社
で
は
、
こ

こ
数
年
の
間
に
中
小
企
業
レ
ベ

ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
実

践
し
、
政
府
か
ら
要
望
さ
れ
て

き
た
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
や

「
働
き
方
改
革
」
に
関
し
て

は
、
以
下
の
１２
項
目
す
べ
て
を

解
決
し
て
い
る
。

�
非
正
規
社
員
の
一
掃
、
�

労
働
時
間
の
削
減
、
�
年
次
有

給
休
暇
の
消
化
促
進
、
�
賃
金

の
引
上
げ
、
�
同
一
労
働
同
一

賃
金
、
�
女
性
の
活
躍
推
進
、

�
障
害
者
雇
用
の
促
進
、
�
男

性
社
員
に
関
す
る
半
年
以
上
の

育
児
休
業
制
度
、
	
が
ん
や
病

気
の
治
療
と
両
立
で
き
る
制

度
、


７０
歳
以
上
の
高
齢
者
就

業
促
進
、
�
高
度
外
国
人
社
員

の
受
入
れ
、
�
通
年
採
用
の
実

現
。
こ
れ
ら
の
実
現
に
よ
っ

て
、
多
様
性
の
あ
る
企
業
風
土

や
文
化
が
定
着
し
て
き
た
。

課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、

従
来
の
日
本
的
人
事
制
度
を
維

持
し
つ
つ
、
そ
の
欠
点
の
み
に

注
目
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
改

革
し
て
い
く
と
の
考
え
方
も
あ

る
。
し
か
し
、
経
営
側
も
社
員

も
従
来
の
制
度
に
安
住
し
て
い

る
と
大
胆
な
改
革
、
革
新
は
困

難
で
あ
る
。
経
営
環
境
が
激
変

し
て
い
る
今
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
の
あ
り
方
や
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
応
じ
て
、
自
社
に
と

っ
て
望
ま
し
い
将
来
像
を
描
く

こ
と
が
先
決
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
う
え
で
、
制
度
全
般

を
大
胆
か
つ
革
新
的
に
改
定
し

て
い
く
こ
と
で
、
困
難
な
課
題

へ
の
挑
戦
が
始
ま
る
。

今
後
の
企
業
経
営
を
展
望
す

る
と
き
に
、
経
営
上
の
目
標
や

都
合
を
優
先
し
て
、
社
員
や
家

族
の
事
情
を
二
の
次
に
し
て
し

ま
う
と
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
維
持
す
る
こ
と
も
、
定

着
率
を
高
め
る
こ
と
も
難
し

い
。
経
営
者
に
は
、
業
績
の
向

上
と
と
も
に
、


企
業
の
最
大

の
資
産
�
で
あ
る
社
員
と
向
き

合
い
、
育
成
や
支
援
に
努
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
「
社
員
を
管
理
し
命

令
す
る
」
と
い
う
伝
統
的
手
法

か
ら
、
「
社
員
へ
の
機
会
の
提

供
と
支
援
」
に
変
貌
を
遂
げ
た

企
業
で
は
、
経
営
者
自
身
も
変

わ
り
、
企
業
の
あ
り
方
も
従
来

と
は
異
な
っ
て
く
る
。
「
社
長

が
変
わ
れ
ば
企
業
も
変
わ
る
。

社
員
が
成
長
す
れ
ば
企
業
も
成

長
す
る
」。今
は
ま
さ
に
、
そ
の

方
向
に
向
か
っ
て
い
る
時
代
と

い
え
よ
う
。

制度改定は将来像策定から

日
本
レ
ー
ザ
ー

代
表
取
締
役
会
長

近
藤

宣
之
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